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はじめに












その作品のタイトルはイタリア語の原題が ‘MOTTI E FACEZIE del
















































らしく, 全218章の内の175章以後は, わずかな例外を除くと, ほとんどが警
句や教訓の類の紹介となってしまっている｡ 特に末尾に近ずくにつれて, 一
つのエピソードの体裁を整えることさえ省いて, ことわざや警句の類いを時






























げて, 本文30行以内, この版の１ページ (今日の洋書の単行本だと, 多めに
見積もっても見開きの両面２ページ) 以内に収まる作品が全体の59.17％,










大いに疑わしく思われる｡ なぜなら, 作者はむしろかなり単純に, 思い出せ
る事柄を次々と記して行ったという印象を受けるからである｡ 34行に及ぶ冒













てくれとせがむのである｡ それに対してアルロットは, ｢あんたは, 私の父
を知っていたのかね｣ とたずね, 相手が ｢良いお方で, 立派な商人でした｣
と答えると, ｢私の父は (幸い病死したが) あと十日も生きていたら縛り首
になるところだった｣ と語り, びっくりした相手に, 明け方の変な雲に悩ま
されないためのまじないというものを教えて, 逆に相手二人に奢らせてしま







































ィアーティ(1496－1523) であること等, 諸般の事情を考慮して, おそらく
1514－16年のことであろう, と推定されている９) ｡ この出版が当時として










16世紀前半, 16回 (フィレンツェ２, ヴェネツィア13, ミラノ１)
16世紀後半, 21回 (フィレンツェ９, ヴェネツィア４, ミラノ２, ヴェロ





17世紀前半11回 (ヴェネツィア８, ヴェローナ１, ブレッシャ１, パリ１)
17世紀後半11回 (ヴェネツィア７, ヴィチェンツァ２, ローマ１, ボロー
ニャ１)
18世紀前半１回 (ヴェネツィア１, 1708年のこの版でアルロットに関する






すと１回減る｡ 内訳はフィレンツェ14, ヴェネツィア33, ミラノ３, ヴェ
ローナ４, パリ２, ヴィチェンツァ２, ルッカ３, ローマ１, シエナ１,

























さて一休説話は, 寛文八年 (1668) に 『一休はなし』 の主人公として起用
されると, それまでの狂歌の名人という地味な存在から, 一転して頓知の天








も, ピトレの番号の76. 1672年, ヴェネツィア, 77. 1675年, ヴェネツィア,
78. 1681年, ヴェネツィア, 79. 1693年, ヴェネツィア, 80. 年代記入なし,
ボローニャ, 81. 1700年, ヴェネツィアとほぼコンスタントに版が重ねられ
ていたが, 82. 1708年, ヴェネツィアの版を境にその流れは途切れる｡ 次に
刊行されたのは, いずれも年代は記入されていないが, 18世紀末のものと推
定されている, 83. のトリーノ版, 84. のルッカ版の二つであったとされて
いる｡ だから1668年から1708年までの間, 二人の人気者のイメージが共存し
ていた, と言えるであろう｡












が生きた88年といえども, 決して短い期間ではない｡ では, その内のどの時
期が重要なのだろうか｡
実はフォレーナは, そこで扱われている事件の年代が推定できる作品とし
て, 以下のものを上げている１)｡ (数字は章の数) １ (1459年以前), ２
(1470年以後), 13 (1463年以前), 19 (1459年以前), 23－４ (1469年以前),
26 (1474年以前), 50 (1450年), 81 (1482年), 84 (1450年), 89 (1476年),
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92－93 (1480年), 99 (1450年), 111 (1475年), 115 (1480年以後), 144－
145 (1484年), 147 (1459年以前), 148 (1478年) 等々｡ まずここで挙げら
れた年代そのものが, 最も早いもので1450年と, アルロットの50代以後にか

































に最低２回以上, またイギリス, フランドル, プロヴァンス, ナポリなどと
アルロットが活躍した場所が多岐に分かれていることからも, おそらく実際















場合３) と較べると, アルロットの言行録は大きく異なっているのである｡ ア
ルロットの父親は, 1412, 1426, 1432年と三度も投獄４) されていることが分














フィレンツェ市内：１, ２, ４, ７, 12, 16, 20, 21, 22, 23, 24, 26,
27, 32, 34, 36, 43, 45, 46, 47, 48, 61, 62, 63, 64, 65, 67, 69, 73,
74, 75, 81, 88, 89, 90, 92, 93, 95, 96, 97, 113, 114, 115, 116, 130,
141, 142, 143, 144, 147, 148, 149, 152, 153, 155, 156, 157, 158,
167, 170, 171, 180, 194, 199, 200, 201, 203, 207 (計68話, 全体の31.
19％)
(アルロットが主任司祭だった) フィレンツェ市の郊外サン・クレーシ教
区：10, 13, 15, 25, 28, 40, 54, 72, 84, 87, 91, 98, 117, 118, 120,
122, 123, 124, 128, 129, 135, 136, 137, 139, 140, 154, 160, 163,
166, 173, 174, 190, 193, 195, 218 (計35話, 16.06％)
ガレー船の旅先：船の上；31, 66, 78, 79, 134, 146, 164, 197, ブルッ
ジャ (ブリュージュ) ；３, ５, ブリュージュに近い港スキューゼ；138,
イギリス；５, プロヴァンス；165, ナポリ；６, 150 (計15話, 6.89％)
アルロットのライバル, アントーニオ神父が主任司祭を務めるチェルチー
ナ教区：14, 18, 19, 33, 49, 159, 161, 162 (計８話, 3.67％)
フィレンツェ近郊：バシャーノ (サン・ロレンツォ教区を含む) ；８，９，
52, 133, ウッチェッラトイオ；30, 37, ポンテ・ア・シエーヴェ；35,





トスカーナおよび中部イタリア：ピサ；29, 57, 58, シエナ；11, 42, シ
エナ郊外；80, ボローニャ郊外の山中；85, 86, ローマ；17, 82, 105,
(計11話, 5.05％)
複数にまたがるもの (旅行による移動の他, 話の中で入れ子になっている








不明あるいは記入なし：38, 39, 41, 53, 55, 56, 60, 71, 101, 102,
103, 104, 106, 107, 108, 109, 110, 119, 121, 127, 151, 168, 169,
172, 175, 176, 177, 178, 179, 181, 182, 183, 184, 185, 186, 187,
188, 189, 191, 192, 196, 198, 202, 204, 205, 206, 208, 209, 210,
















































Ｒ：１, ２, ８, 14, 32, 33, 39, 40, 44, 68, 72, 75, 84, 101, 109,
110, 113, 115, 116, 132, 156, 161, 171, 172, 173, 180, 196, 199 (28
章, 12.84％)
ＰＡ：15, 18, 19, 35, 98, 120, 123, 124, 142, 154, 163, 174, 193
(13章, 5.96％)
ＰＣ：10, 12, 21, 30, 31, 34, 38, 43, 48, 50, 54, 57, 60, 63, 65,
66, 67, 71, 73, 74, 79, 87, 88, 91, 94, 97, 102, 103, 104, 105,
106, 107, 108, 117, 118, 119, 122, 125, 126, 127, 128, 130, 133,
134, 135, 137, 138, 139, 141, 143, 146, 157, 158, 164, 167, 170,
177, 178, 189, 190, 195, 197, 200, 203, 206, 215 (66章, 30.28％),
Ｎ：６, 17, 81, 92, 99 (５章, 2.29％)
Ｒ＋ＰＡ：25, 26, 49, 52, 77, 85, 86, 159, 160 (９章, 4.13％)
Ｒ＋ＰＣ：３, ４, ９, 11, 16, 20, 22, 27, 36, 41, 51, 58, 59, 61,
62, 64, 82, 90, 148, 149, 152, 153, 162, 194 (24章, 11.01％)
Ｒ＋Ｎ：７, 46, 89, 201 (４章, 1.83％)
Ｒ＋ＰＣ＋Ｎ：23, 42, 45, 70, 93, 95, 111, 131 (８章, 3.67％)
ＰＡ＋ＰＣ：28, 100, 112, 129, 140, 155, 198, 218 (８章, 3.67％)
ＰＡ＋Ｎ：５ (１章, 0.46％)




Ｒ＋ＰＡ＋ＰＣ：136, 147 (２章, 0.92％)
Ｒ＋ＰＡ＋ＰＣ＋Ｎ：37, 76 (２章, 0.92％)
アルロット一人の言行なので, 階層が関係しないもの：53, 55, 56, 78,
121, 145, 151, 166, 168, 169, 175, 176, 179, 181, 182, 183, 184,
185, 186, 187, 188, 191, 192, 202, 204, 205, 207, 208, 209, 210,
211, 212, 213, 214, 216, 217 (36章, 16.51％)














分かる｡ 事実, アルロットが最も心を許したのも, 逆に最も激しく争ったの
















































































１, ２, ９, 12, 13, 19, 35, 36, 45, 49, 57, 63, 65, 73, 74, 81, 82,
88, 89, 91, 103, 104, 105, 106, 107, 109, 116, 123, 130, 138, 139,
142, 144, 148, 149, 152, 157, 160, 162, 164, 165, 171, 174, 183,




３, 24, 70, 77, 111, 198 (Ｉ－ａ型, 計６章, 2.75％)
同様に何らかの状況に巻き込まれたアルロットが, 言葉ではなくて行動に
よって対処している場合は, 以下の通りである｡
８, 14, 15, 40, 51, 83, 84, 87, 95, 101, 120, 122, 125, 126, 135,





21, 22, 26, 37, 48, 62, 68, 100, 108, 147, 161 (Ｉ－Ｂ－Ａ型, 計11
章, 5.05％)





















らと多く, この作品のタイトルともなっている｡ 以下の章は, 時には語られ
た状況の説明がほとんどないものも含めて, 一応アルロットが語った言葉と
して明記されているものである｡
17, 34, 38, 47, 54, 55, 60, 66, 71, 72, 78, 90, 92, 93, 96, 97,
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110, 114, 115, 117, 118, 119, 127, 129, 143, 151, 153, 155, 158,
168, 170, 172, 173, 175, 176, 177, 180, 181, 182, 184, 185, 186,
188, 191, 192, 194, 204, 206, 207, 208, 209, 211, 215, 216, 217
(Ⅱ－Ａ型, 計55章, 25.23％)
以上のものの亜種として, 彼が口にした言葉によってアルロットが新しい
状況に巻き込まれてしまう章 (５) (Ⅱ－Ａ－Ｉ型, １章, 0.46％) や, 単









11, 43, 50, 58, 59, 79, 80, 85, 102, 112, 121, 124, 131, 134, 140,
141, 145, 159, 166, 167 (Ⅱ－Ｂ型, 計20章, 9.17％)
さらにアルロットが行動を起こすと共に言葉を発している場合も結構見ら
れる｡

























































型となると, たとえばワインを食前に出すか, 食後に出すか, と問われて,
｢聖母はキリストを生む前も, 生んでるさいちゅうも, 生んでからも処女だ
った｣ から, 食前も食事中も食後もずっと出していてほしい, と頼む34のよ
うなせりふが続出するが, まさにタイトルそのもので, あまりにも多数なの
で省略する｡ こうしたせりふの多くが決してアルロットの独創ではなかっ






は, 主にアルロットの悪戯と慈善行為という両極に分解する｡ 悪戯は, その
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サッケッティ 『三百話』, 49, 51, 64, 65, 66, 79, 95, 115, 136, 137,
146, 154, 156, 174 (合計14章) (なおサッケッティの 『書簡集』 も27, 97
の２章に関連しているという｡)
ポッジョ・ブラッチョリーニ 『冗談集』, ５, ９, 49, 73, 137, 152, 153,
174 (合計８章)
ディオゲネス・ラエルティオス 『哲学者伝』, 42, 90, 171, 174 (合計４
章) ボッカッチョ 『デカメロン』, 18, 65, 136 (合計３章)
Summa Praedicantium, 93, 123 (合計２章)
続いて同時代以前のイタリアのノヴェッラ集として, 『ノヴェッリーノ』
(７以下カッコ内は章数), 『ペコローネ』 (136), 『ポッレターネ』 (146), そ
の他の古典や重要な作品として, プルタルコス (171), ウァレリウス・マク
シムス (42), 『パンチャタントラ』 (32), Speculum Historiae, エクセンプ
ラ (85), ダンテ (134), チェッコ・ダスコリ (134), ベンヴェヌート・ダ
・イモラ (55), 『デッティ・ピアチェーヴォリ』 (２), ヴェスパシアーノ
『列伝』 (105) 等々の名前がそれぞれ一度だけ指摘されている｡ 上記の出典
中には, ノヴェッラまたはそれに類した作品が大半を占めていることは, だ
れが見ても直ちに分かることである｡ 『ノヴェッリーノ』 や 『ペコローネ』,




















であったことは, 市政府のために喜んで税金を払おうとした (148, 149) こ
となどからも分かるし, 独裁者嫌いはボローニャのベンティヴォーリオ家批












メント (92, 93) として, 一瞬露呈したのではないだろうか｡
やがてロレンツォが死に, シャルル八世のイタリア侵入の後, メディチ家
は追放される｡ しかしその後権力を握って神政政治を試みたサヴォナローラ































1) 拙稿, 一休とアルロット－比較文学史上希有の偶然－, 『桃山学院大学人間
科学』 第24号, 大阪 2003年１月.
2) A cura di Gianfranco Folena; MOTTI E FACEZIE DEL PIOVANO ARLOTTO,
RICCIARDO-RICCIARDI, Milano-Napoli 1953.
3) A cura di G.Vettori, G.Sermini, Novelle, Perugia 1968. その中の第一話に眠り
薬で死んだふりをする喜劇的な話があって, ｢ロミオとジュリエット｣ の遠い
源流とされている｡
4) Detti Piacevoliという散文作品が, ポリツィアーノのごく若いころの作品で
あることを証明した, とされている｡
第一章




3) MOTTI, op. cit.の pp. 339, 340 他多数の箇所で同書からの借用が指摘されて
いる｡
4) 米山, 鳥居共著, イタリア・ノヴェッラの森,大阪 1993が, 『ノヴェッリーノ』,
『冗談集』 の内容や長さを紹介しており, またサッケッティ 『三百話 』 の約
三分の一は, 『ルネサンス巷談集』 という タイトルで, 杉浦明平氏の翻訳が岩
波文庫に入っている｡
5) Antonino Pierozzi (1389-1459)はフィレンツェの大司教で 後に聖人と認めら
れたドメニコ派修道士で, この時代に人気が高かった｡











れている｡ MOTTI, op., cit., p.289.
9) フォレーナの調査で, パチーニの息子が父のピエロから事業を引き継いだの
は, 1514年のことだと分かった｡ なお本を献じられた相手は, 二十代で夭折し









12) C.Lozzi, Bibliografia delle Facezie del Piovano Arlotto,《Il bibliofilo

, V , 1884,
pp.145-148.
13) MOTTI, op. cit., p.293.
14) 主に岡 雅彦, 一休ばなし とんち小僧の来歴, ｢セミナー原典を読む ｣ 7, 東
京 平凡社 1995, に依拠している｡
第二章
1) MOTTI, op. cit., p.XVI.
2) MOTTI, op. cit., p.XIV.
3) 今泉 淑夫校注, 一休和尚年譜, Ⅰ Ⅱ, 東洋文庫, 東京 平凡社 1998参照.
4) MOTTI, op. cit., p.XIV.
5) ダヴィトゾーンによると, 早くも854年シャルルマーニュの孫のロタールの
時代から認められていたという｡ Y. Renouard, Storia di Firenze, Tr.F.D.
Beccato, Firenze 1967, p.21.
6) 拙稿, G.セルミーニの心の中の障壁, 『池田 廉教授停年退官記念論文集』, 大
阪 1993所收，などが, 市民の領域民への差別意識を明らかにする｡





と ｢家｣ の理想像大阪外国語大学学報58 (1982) 号，p.108，p.110｡
第三章
1) たとえば175ではタレスとソロンの伝記, 176～178はソロンの伝記と言った
具合に, くわしく出典が指摘されている｡ MOTTI, op. cit., pp.341 sgg.
2) たとえば数世紀後のヨーロッパ全体を扱っている 『冒の歴史』 にもそっく
りの表現が出てくるように, アルロットの罰当りな言葉は, かなり一般的なも
のだった｡ アラン・カバントゥ著，平野隆文訳，冒の歴史 言葉のタブー
に見る近代ヨーロッパ，東京 平凡社 2001，p.198，p.300 その他｡





A profile of the ‘Mottoes and
Jokes of Piovano Arlotto’
Yoshiaki YONEYAMA
0 : To compensate for the lack of the knowledge of Piovano Arlotto, almost for-
gotten even in Italy, I will try to draw a profile of an old book composed of his
episodes and his words.
I : The book titled ‘Mottoes and Jokes of Piovano Arlotto’, written soon after the
long life(1396-1484) of this priest, is composed of a short biography and 218
chapters which are mainly short and about 60 percents of them can settle in a
page.
2 : Almost all the episodes happened in his lifetime, especially after his forties
during which he went on voyages to northern Europe as a priest of merchant gal-
leys. The main stages of episodes were the Florentine city (more than 30%),
and the share of the parish of San Cresci which he maintained amounts to more
than 16%. This is a valuable document of the lives in the neighboring districts
of Florence of the 15th century. The supporting actors of the episodes of Arlotto
were mainly Florentine citizens. Second to them, the prists entered rather often
in the stages. Arlotto’s relations with them were full of stress and competitions.
This is also a precious and humorous document of every day life of the priest-
hood of this era. The share of farmers is relatively little, but we cannot help ad-
miring Arlotto’s efforts to help the lives of his poor parishioners. Nobles entered
the stages not so often, but even kings and a Pope conversed with Arlotto inti-
mately.
3 : In this work, we find very often that Arlotto was trapped in some difficult
situations. Sometimes he got out of them with the help of his speeches (I-A),
or with his actions (I-B), or with both actions and speeches (I-B-A). But natu-
rally we find more often the cases in which Arlotto spoke spontaneously (II-A),
or acted spontaneously (II-B). As we see through the title, the types of I-A and
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II-A occupy the main part of this book, but in the types of I-B and II-B, we find
the most interesting episodes of cruel practical jokes or of benevolent actions.
4 : We don't know who wrote this book. But we can presume easily main parts
of episodes were spoken once by Arlotto himself and in this meaning, the real
auther of this book was Arlotto himself.
